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原発性肺がん手術療法は現在激変しています。最新の話題と当科の取り組みについて報告します。

①肺温存術式の発展：

✔ 小型肺がんに対する呼吸機能温存術式（区域切除と部分切除）の有用性が、2021年以降、複数の

前向き臨床試験で示され、肺癌診療ガイドラインも改変されており、当科でも呼吸機能温存術式に

積極的に取り組んでいます。

✔ 呼吸機能低下・術後心不全などリスクがある肺全摘を回避するために、難易度の高い気管支・血管

形成術を駆使した肺温存術式を積極的に実施しています。

②ロボット支援下胸腔鏡手術の拡充：

本学導入3台目となる手術支援ロボットDaVinci Xiを活用し、精緻で低侵襲なロボット支援下胸腔

鏡手術を提供できる体制を整えています。早期肺がんだけでなく、局所進行肺がんに対しても、

術前導入療法と組み合わせることで、安全で精緻なロボット支援下手術を実施しています。

③集学的治療の発展：

近年、複数の国際共同企業治験により、分子標的薬の術後補助療法（EGFRチロシンキナーゼ阻害剤、

ALK阻害剤）、免疫チェックポイント阻害剤の術前・術後補助療法の有用性が示され、局所進行肺がん

の治療戦略は大きく変わっています。現在も、多数の新規肺がん治療薬の開発と前向き企業治験が実施

されており、今後もさらに発展することが期待されています。

最新の有望な治療を届けられるよう、呼吸器内科・放射線治療科と連携しながら胸部疾患の診療に取り組ん

でいますので、ぜひお気軽にご紹介ください。



美しい容姿の人は収入が高く、就業での採用や昇進が早く、地位も高い傾向があります。顔は呼吸、視覚、

会話、聴覚、嗅覚の機能に加え、個人のアイデンティティや心理的内面の表示、コミュニケーションの媒体

として、社会的要素として重要です。

先天的または後天的な要因、例えば体表の先天異常や外傷、腫瘍、発育障害などにより外貌に問題を抱えた

患者は、自己否定や他者からの悪い評価への恐れから社会的交流が困難になり、重大な社会問題に発展する

可能性があります。これは身体醜形障害と呼ばれ、精神医学的治療の介入が必要ですが、その根本である

「形」の治療も重要です。

顔の形を治療する際には、形態を分析し客観的な評価を行うことが重要です。審美的要素として黄金比、対

称性、平均性、性的二型（男女の性差）、ベビースキーマ（かわいさと幼さ）などがあります。どの要素が

欠けていて、どのような形を希望しているのか患者と十分に話し合う必要があります。また、セファログラ

ム解析などの計測学的形態評価も行い、平均的な輪郭や骨格の形状とどれほど乖離しているのかを確認し、

どの方向に組織を移動させるべきかを検討します。

形成外科医はその外科技術を駆使して、機能と審美の両面で治療を提供できます。例えば、手術顕微鏡を用

いた組織の移植（主に悪性腫瘍術後の再建手術）や、顎顔面外科治療としての顔面骨骨切り術による骨格の

改善（顎変形症など）が代表的です。本講演では、実症例を通じて顔の形の治療についての実際を述べまし

た。

次回開催のお知らせ
Face to Faceの会

日 時：令和6年11月30日（土） 16：00～17：30

場 所：あべのハルカス25階 貸会議室

『顔：その役割と形の治療』

形成外科

診療科副部長 諸富 公昭

発 行：大阪公立大学医学部附属病院「Face to Faceの会」

文 責：患者総合支援センター長 角 俊幸（世話人代表）

連絡先：06-6645-2857（患者支援課）

演題Ⅱ


	第52回

